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科目名 基礎技能（言語表現） 【26年度生用】 コード

英語表記 Basic Skill （language expression） 

担当教員名 国広 勝代 年度 平成26年度 

基準年次 1年次 開講期 集中 単位数 2 

授業形態 演習 授業形式 履修形態 必修 

授業概要

 子どもの言語に関する発達と絵本、紙芝居、人形劇、素話等に関する知識を習得する。 また、子どもが児童文化財に親しみ自らが表
現活動を展開するための環境を考えることを目指していく。 

到達目標

 保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な言語表現活動に関する知識や技術を身につける。 言語表現活動
に必要な教材の作成及び活用の技術を習得する。 

授業計画

第１回 子どもにとっての表現とは 

第２回 乳幼児の言葉の発達 

第３回 子どもと絵本について 

第４回 保育と絵本（展開事例） 

第５回 保育と絵本（展開計画） 

第６回 子どもと紙芝居について 

第７回 保育と紙芝居（展開計画） 

第８回 子どもと人形劇について 

第９回 保育と素話 

第１０回 教材作成（かるた） ① 

第１１回 教材作成（かるた） ② 

第１２回 教材作成（かるた） ③ 

第１３回 教材作成（かるた） ④ 

第１４回 教材作成（かるた） ⑤ 

第１５回 子どもの言語表現（まとめ） 

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

 

演習科目としては、積極的な授業態度を主として評価する。また、
その結果としての製作物やレポートも評価の対象となる。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

 50%  50%

授業外学習 テキスト、教材

 

 劇、ミュージカルなど舞台公演の鑑賞

参考書 受講生へのメッセージ

キーワード

児童文化  絵本  紙芝居  人形劇  素話 

Page 1 of 1無題のページ

2014/03/19http://www.hagi.ac.jp/yamafuku/id_sirabasu.aspx?id=1183


